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＜連絡事項＞

・西Bユニット乾燥機（右側）修理終了しています。

・蛭名　豊美様が破損したチェストの修理終了しています。

＜患者様連絡事項＞

・山田　吉夫様～初外来日は10/11（木）となり、外来へ予約しています。詳細時間は追って連絡が来ます。9/28（金）15:00～17:00までバス券の申請の為、外出希望あり、主治医より許可となっています。

・木村　ミワ様～臨時薬同内容にて7日分本日就床前薬より処方となっています。また主治医より御家族へ退院について検討して頂くよう指示も出ています。

・藤井　博様～排便困難の訴えありシンラック液1本処方となっています。

　　　　　　本日14:00～16:00までスタッフ付き添いにて、退院前訪問指導の為外出予　

　　　　　　定です。

・大石　清志様～本日14:00～16:00までスタッフ付き添いにて、下宿見学の為外出予定です。

・栗谷川　慎平様～アルコール依存症治療プログラムの再スタートミーティングが9/28（金）から10/5（金）10:40～に変更になります。　

　　　　　　　

＜要注目患者様ケース検討＞

・曽我　正子様～靴を左右逆に履き、昼食時にハミガキ粉・コップ・ナプキンを持　　　　　　　　　　　ち、レストランへ行こうとする事があり声掛け要しています。また昼食後、冷蔵庫のアイススコップに水を入れ服薬しようとする事がありスタッフ介入しますが理解出来ていない様子伺えます。昨日には突然怒鳴る事や、特定のスタッフについて「彼氏」と呼称する等気分の高揚さはありますが、他患者様への過干渉等は見られません。いつもの躁状態の病状と違う為、主治医へ情報提供し対応していく事とします。

・中居　松男様～本人希望にて昨日夕食から常食（パン・麺禁は継続）に変更になってい

ます。本日、栄養士に麺類が食べたいと話されています。本人様の嚥下状態を見つつ食事形態の変更を検討していく為、すぐには麺禁が解除とならない事説明していきましょう。

＜川端Dr診察情報＞
・佐々木　康子様～「ストーカーされている」「盗聴されている」と主治医へ話されるが具体的には「分からない」と表情硬くし話されています。主治医より病状が不安定な為、精神症状の変化に注意する様指示受けています。
・戸賀沢　潔様～ゼロコーラを止め、コーヒーを飲みたいと話されています。担当スタッフは、コーヒーの自己管理に向け具体的なプランを立案して下さい。

・向井　敦子様～排便状況は良好な為、本日にて便秘時の予測指示が中止となっています。

　　　　　　　就床前薬を減薬後も睡眠確保出来ている為、同内容にて以後定期処方と

なっています。退院について御家族は春頃を希望されているが、向井様にとってより好ましい状態になるのであれば、そうでなければ10月中の退院に向け進める様指示受けています。保護者(父様)と直接今後の事について話をつめて下さい。

・山下　拓也様～大声での独語や放歌がある為レボトミン30㎎→50㎎へ増薬となっています。引き続き、低血圧、ふらつき、精神症状の変化に気を付け観察して下さい。シケモクを吸ったと話されています。気管支が弱い為、喫煙は

　　　　　　　　禁止されている為、喫煙室への出入りが無いか合わせて観察して下さい

・清川　厚子様～入浴、プログラムへの参加は自主的に出来ていない為、主治医より、自主性が出るまで退院、外出、外泊は許可とならない事説明受けています。

　　　　　　　　日課が自主的に出来ているかチェック表を作成する様指示受けています。

・曽我　正子様～病状悪化の為、東Aユニットへの移動指示あり、東Aユニットへ転出となっています。

・梅内　福志様～両足背、発赤あり掻痒感訴えありデルモゾールG軟膏2回/日塗布の指示受けています。

阿部　文香様の症例検討会(2回目)実施しています。
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次回の症例検討会はH25年1月24日までに実施する事

抽出された問題点

基礎情報

氏名：阿部　文香様　（女性：26歳）　病名：統合失調症

入院年月日：平成18年6月20日　　　　　　　　　　当院3回目

入院形態：任意入院

退院予定年月日：　未定　　　　　　　退院予定先：青山荘

■特定の患者様に対する不穏行動(怒鳴る　叩く等)

■私物がスタッフ管理されている事により管理能力の向上につながっていない

■ジプレキサ服用中の為、体重が増加しやすい

■ストレス耐性が低く、自身の要求が通らない事で物を投げる等の短絡的

　行動をとる

■御家族の面会後、体重が増加傾向にある

検討された支援内

容と今後の方針

■クライシスプランを次回症例検討会(4か月後)まで作成する。

■御家族への疾病教室の実施を次回症例検討会(4か月後)までに行う。

■青山荘への入所は長期的な目標として考え、北病棟から青山荘入所

させるのが妥当と考えられる。西病棟として北病棟へ移動させる為には

どのようなケア介入が必要か考えていく必要がある。

■徐々に私物管理の範囲を広げていく。

→例えば1日分の衣類の自己管理を行って頂く等

■御家族面会時には、こちらから細かに説明し本人様の摂取量を決め

　て頂く。説明の際には、ジプレキサを服用中の為、体重が60㎏以上

　オーバーしない様管理している事。体重の増加が続くようであれば

　ジプレキサを中止せざるを得なくなるがそうなった場合は、以前の

　様な状態となる事を説明する。


